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Ｊ
パ
ワ
ー
は
２
０
２
１
年
４
月
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
松
島
計
画
」
を
発
表
し
た
。

運
転
開
始
か
ら
40
年
を
過
ぎ
た
松
島
火
力
発
電
所
２
号
機
に
新
設
備
を
付
加
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
や
水
素
発
電
に
つ
な
げ
る
。

最
新
技
術
の「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
発
電
への
第一歩

松
島
火
力
発
電
所
は
１
９
８
１
年
１

月
に
１
号
機
︵
50
万
kW
︶
が
︑
同
年
６

月
に
２
号
機
︵
同
︶
が
そ
れ
ぞ
れ
運
転

開
始
︒
高
度
経
済
成
長
後
の
石
油
危
機

の
影
響
で
︑
石
油
に
大
部
分
を
依
存
し

て
き
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
源
の

多
様
化
・
分
散

化
が
叫
ば
れ
た

時
期
︒
石
炭
火

力
の
重
要
性
が

改
め
て
見
直
さ

れ
︑
日
本
初
の

海
外
炭
専
焼
の

大
規
模
火
力
発

電
所
と
し
て
稼

働
を
始
め
た
︒

も
︑
石
炭
火
力
と
し
て
当
時
最
大
級
だ

っ
た
︒
燃
料
と
な
る
石
炭
は
︑
豪
州
の

ほ
か
世
界
各
国
の
銘
柄
を
輸
入
︒
異
な

る
銘
柄
の
石
炭
を
組
み
合
わ
せ
て
燃
や

し
て
い
る
︒
１
号
機
と
２
号
機
の
発
電

電
力
量
は
︑
長
崎
県
の
平
均
電
力
需
要

量
の
約
７
割
に
相
当
す
る
︒

訪
れ
た
２
０
２
２
年
７
月
12
日
は
１

号
機
︑
２
号
機
と
も
に
定
格
出
力
運
転

を
続
け
て
い
た
︒
施
設
内
部
︑
特
に
ボ

イ
ラ
ー
付
近
の
室
温
は
50
℃
に
迫
る
︒ 

現
地
に
駐
在
す
る
Ｊ
パ
ワ
ー
火
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
の
大
根
田
健
一
審
議
役
は

﹁
松
島
火
力
は
運
転
開
始
か
ら
40
年
を

過
ぎ
た
が
︑
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

機
器
の
入
れ
替
え
を
行
い
︑
発
電
効
率

も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
状
態
で
運
転
で
き

て
い
る
﹂
と
語
る
︒

Ｃ
Ｎ
と
水
素
社
会
実
現
へ 

新
技
術
を
既
存
設
備
に
付
加

日
本
の
石
炭
火
力
発
電
の
高
効
率
化

は
世
界
に
冠
た
る
技
術
だ
︒
一
方
で
50

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶

へ
向
け
︑
石
炭
を
含
む
火
力
発
電
所
の

さ
ら
な
る
低
炭
素
︑
脱
炭
素
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
︒
Ｊ
パ
ワ
ー
で
は

Ｃ
Ｎ
と
水
素
社
会
実
現
の
た
め
︑
さ
ま

ざ
ま
な
次
世
代
技
術
の
開
発
・
実
装
を

進
め
て
い
る
︒

Ｊ
パ
ワ
ー
が
21
年
２
月
に
公
表
し
た
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2050

”

﹂
で
は
︑
Ｃ
Ｎ
実
現
へ
30
年
ま

で
に
国
内
発
電
事
業
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
４
割
削
減
︵
17
～
19
年
実
績
平
均

比
︶
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
︒
そ
の
達

成
の
た
め
の
柱
の
一
つ
が
︑
新
技
術
を

採
用
し
た
設
備
を
既
存
の
設
備
に
付
加

す
る
﹁
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
﹂
だ
︒

こ
う
し
た
Ｃ
Ｎ
社
会
に
お
け
る
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
Ｊ
パ
ワ
ー
は﹁J-PO

W
-

E
R
 G
E
N
E
SIS

︵G
asification 

EN
Ergy Sustainable Integrated 

System

︶V
ision

﹂
と
命
名
︒
Ｃ
Ｎ

と
水
素
社
会
実
現
に
新
た
な
価
値
を
生

む
と
い
う
意
味
を
込
め
た
︒
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
︑
開
発
中
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
シ
ス
テ
ム
を
他
施
設
へ

展
開
し
て
い
く
︒

Ｊ
パ
ワ
ー
は
21
年
４
月
︑﹁
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
松
島
計
画
﹂
と
し
て
︑
松
島

火
力
２
号
機
に
ガ
ス
化
シ
ス
テ
ム
を
付

加
し
︑
水
素
発
電
へ
の
第
一
歩
と
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
︒
２
号
機
は
高
効
率

の
酸
素
吹
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
︵
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
︶
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
く
︒

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
へ
の
転
換
で
発
電
効
率
が
約

１
割
上
昇
︑
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
約
１
割

削
減
で
き
る
︒

将
来
的
に
は
ア
ン
モ
ニ
ア
や
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
の
混
焼
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︵
Ｃ

Ｏ
２

回
収
・
利
用
・
貯
留
︶
を
組
み
合

わ
せ
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と

す
る
こ
と
を
目
指
す
︒
さ
ら
に
︑
既
設

の
ボ
イ
ラ
ー
を
撤
去
す
る
こ
と
で
︑
大

気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
燃
焼
前
よ
り
削
減
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
︒

高
い
出
力
調
整
機
能
有
し 

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
え
る

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
松
島
計
画
は
︑
21

年
９
月
に
設
備
の
追
加
工
事
に
向
け
た

環
境
影
響
評
価
手
続
を
開
始
︒
24
年
の

着
工
︑
26
年
度
の
運
転
開
始
を
目
指
す
︒

酸
素
吹
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
に
関
し
て
は
︑
大
崎

ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
で
の
実
証
試
験
の
成
果

を
踏
ま
え
︑
商
用
化
へ
つ
な
げ
て
い
く
︒

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど

の
燃
料
設
備
エ
リ
ア
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
追

設
可
能
エ
リ
ア
も
発
電
所
敷
地
内
に
設

置
す
る
︒

長
崎
県
の
西に

し
そ
の
ぎ

彼
杵
半
島
沖
に
位
置
す

る
松
島
は
︑
大
正
初
期
か
ら
昭
和
初
期

ま
で
﹁
炭
鉱
の
島
﹂
と
し
て
隆
盛
を
極

め
て
い
た
︒
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設

に
よ
り
︑
現
在
で
は
﹁
電
力
の
島
﹂
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
︒
対
岸
の

港
か
ら
市
営
船
で
10
分
ほ
ど
︑
島
一
周

が
10
㎞
弱
で
︑
島
の
大
半
が
山
林
の
自

然
豊
か
な
土
地
だ
︒

島
内
に
は
︑
発
電
所
運
転
開
始
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
植
え
た
桜
の
木
が
並
ぶ
︒

松
島
火
力
運
営
事
業
所
の
椎
屋
光
昭
所

長
は
﹁
社
員
寮
へ
の
道
に
桜
を
植
林
し

て
40
年
︒
桜
坂
と
呼
ば
れ
︑
春
に
は
島

民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ

か
ら
も
松
島
火
力
は
地
元
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歩
み
続
け
る
﹂
と
話
す
︒

Ｊ
パ
ワ
ー 

松
島
火
力
発
電
所

松島火力発電所とその周辺地図

島内から望む発電所（上）と内部のタービン（下）

GENESIS松島計画の概要

石
炭
火
力
で
初
と
な
る
﹁
超
臨
界
圧

貫
流
ボ
イ
ラ
ー
﹂
を
採
用
︒
主
蒸
気
圧

力
24
・
１
Ｍ
Pa
︑
主
蒸
気
温
度
５
３
８

℃
は
︑
当
時
世
界
最
高
水
準
の
効
率
を

達
成
し
て
い
た
︒
50
万
kW
の
単
機
出
力
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こ
の
計
画
が
実
現
し
た
場
合
︑
松
島

火
力
発
電
所
は
こ
れ
ま
で
の
ベ
ー
ス
ロ

ー
ド
電
源
と
し
て
の
役
割
に
加
え
︑
石

炭
ガ
ス
化
炉
の
高
い
出
力
調
整
機
能
を

活
か
し
︑
負
荷
追
従
性
に
優
れ
た
発
電

所
と
な
る
︒
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

さ
ら
な
る
導
入
の
課
題
と
な
る
出
力
の

変
動
を
補
え
る
発
電
所
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒
ガ
ス
化
設
備
で

発
生
す
る
水
素
に
関
し
て
は
︑
発
電
設

備
に
利
用
す
る
ほ
か
︑
他
産
業
へ
の
供

給
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
︒

椎
屋
所
長
は
﹁
新
設
の
ガ
ス
化
炉
に

も
負
け
な
い
よ
う
に
︑
60
年
︑
70
年
と

運
用
を
続
け
て
い
き
︑
皆
さ
ま
へ
安
定

供
給
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
今
後
の
松
島
火
力
発
電
所
の
未

来
を
語
る
︒

既
設
火
力
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
で
︑
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
火
力
運
用
へ

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
松
島
火
力
発
電

所
︒
か
つ
て
石
油
危
機
後
の
石
炭
燃
料

活
用
の
道
を
切
り
開
い
た
松
島
が
︑
今

度
は
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
支

え
る
道
標
と
な
る
︒
Ｃ
Ｎ
と
水
素
社
会

実
現
へ
︑
松
島
か
ら
始
ま
る
新
し
い
挑

戦
に
注
目
だ
︒

―松島火力の現状と運用、地域
との関係は。
椎屋　松島火力はこれまで電力
の安定供給に長年貢献してきまし
た。ベースロード電源としての運
用から40年を経て、昨今は再生
可能エネルギーの普及拡大を受け
たミドルロードの電源として、こ
れまで通り電力の安定供給に積極
的に取り組んでいます。
　運営に当たっては、地域の方々
のご理解、ご支援で事業が成り立
っています。地域の行事に積極的
に参加するほか、発電所の開放デ
ーなどを行っていき、地域の皆さ
んとの交流や情報発信にも努めて
います。
―日本初の海外炭専焼発電所
としての役目は。
椎屋　松島火力発電所は海外炭
専焼火力のパイオニアとして、い
くつかの特徴を有しています。
　一つ目は、石炭火力として日本
初の超臨界圧貫流ボイラを採用し
た点。当時の最先端技術を導入し
て蒸気温度や圧力を向上させ、現

在に至る石炭火力の高効率化が進
む礎となりました。
　二つ目は、当時の国内炭石炭火
力が25万kW相当の規模だった
ところに、50万kWへの大規模化
を図った点です。大型化による高
効率化と経済性の向上を実現しま
した。
　三つ目は海外炭の導入。石炭輸
入を安定させるという意味合いも
あり、日本資本による海外の炭鉱
開発の先駆けとなる豪州の炭鉱開
発にJパワーが参画しました。
―環境への対策、配慮について。
椎屋　環境対応は発電所の安定
運営をするにあたっての一丁目一
番地、一番重要なものです。環境
対策設備の適切な運転や維持管理、
これがなければ安定運転という理
念は成り立ちません。
　この発電所は環境保全協定を長
崎県及び大瀬戸町（現：西海市）と
締結しており、これまで遵守して
きました。協定を遵守することで、
地域の皆さんと共存共栄をしなが
ら安定運転ができています。

―特徴的な地域共生について。
椎屋　大瀬戸地域の最大の催し、
ペーロン競漕を語らずして地域の
行事はありません。当社も若手社
員がチームで参加してきました。
残念ながら2020年から3年連続
で大会中止になってしまい、地元
の皆さんと大いに落胆しています。
来年こそは開催されることを所員
全員祈念しています。
―「J-POWER GENESIS 
Vision」に基づく新たな歩みに
ついて。
椎屋　運転開始から40年を経過
した松島火力は今、50年カーボ
ンニュートラルと水素社会の実現
に向けた「J-POWER GENESIS 
Vision」の第一歩としての取り組
みを進めています。
　我々は、石炭火力発電所の保守
運営プロフェッショナル集団とし
て、所員一同一丸となり業務に取
り組んでいく所存です。CO2フリ
ー水素発電の第一歩をこの松島火
力で踏み出して、この技術が世界
へ羽ばたくことを願っています。

Interview
保守運営のプロ集団として
安定供給へ所員一丸で取り組む 椎屋光昭

Jパワージェネレーションサービス
松島火力運営事業所長


